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郡上八幡市街地まちなみづくり町民協定との連携

都市計画との連携

郡上市景観計画との連携

郡上八幡北町伝統的建造物群保存地区修理事業

八幡橋（学校橋）架け替え事業

伝統的水利用施設整備事業

平成26年度進行管理・評価シート

郡上市歴史的風致維持向上計画（平成２６年２月１４日認定）

建設部都市住宅課と教育委員会社会教育課との連携

屋外広告物の規制の検討

重要伝統的建造物群保存地区との連携



進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 平成２５～２６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載し
ている内容

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

　伝統的建造物群保存地区での事業検討や歴史まちづくりの推進のために、建設部都市住宅課、教育委員会社会教育
課などによるプロジェクトチームを結成しており、情報交換とともに各課が協力した施策を展開する。

計画実現のための推進体制

項目

　今後、都市再生整備計画を活用した事業が展開されるため、商工観光や防災関連部署を加
えて一層の連携強化を図る。

評価軸①-1
組織体制

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　プロジェクトチームが協力して、歴史まちづくりに関する事業の進捗管理、情報収集、資料作成等を行った。
　また、防災計画策定員会等の開催前に庁内プロジェクトチームにて、今後の方策や現状・課題について協議を行うなど連携を図っ
た。

状況を示す写真や資料等

ほぼ毎日

利用して

いる

71.1%

週に数回

利用して

いる

11.1%

年に数回

利用して

いる

6.7%

現在は利

用してい

ない

11.1%

水屋・水舟の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 32 71.1%

週に数回利用している 5 11.1%

月に数回利用している 0 0.0%

年に数回利用している 3 6.7%

現在は利用していない 5 11.1%

利用したことがない 0 0.0%

水屋・水舟 所有世帯 45

現在も水

の出る井

戸がある

24.8%

井戸跡が

ある

10.3%

ない

64.9%

井戸の有無 サンプル数 割合

現在も水の出る
井戸がある

321 24.8%

井戸跡がある 133 10.3%

ない 840 64.9%

合計 1,294井戸水の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 214 67.7%

週に数回利用している 31 9.8%

月に数回利用している 13 4.1%

年に数回利用している 14 4.4%

現在は利用していない 42 13.3%

利用したことがない 2 0.6%

井戸 所有世帯 316
ほぼ毎日利用

している

67.7%

週に数回利用

している

9.8%

月に数回利用

している

4.1%

年に数回利用

している

4.4%

現在は利用し

ていない

13.3%

利用したこと

がない

0.6%

井戸水の利用目的 サンプル数 割合

飲み水 73 22.7%

洗い物 172 53.6%

水撒き 151 47.0%

風呂 28 8.7%

洗濯 25 7.8%

トイレ 13 4.0%

その他 38 11.8%

井戸 所有世帯 321

22.7%

53.6%

47.0%

8.7%

7.8%

4.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

飲み水

洗い物

水撒き

風呂

洗濯

トイレ

その他

推進体制図 

郡上市景観審議会 

郡上市－1



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成２５～２６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載し
ている内容

項目

屋外広告物に関する規制との連携

　郡上市の屋外広告物の取扱いは岐阜県屋外広告物条例の準用により必要最低限の管理を
行っている。しかし、市域は約1,030㎢にもおよび、多様な景観構造を有していることから、地域
の実情に即しながら景観を守るためには、独自条例によるきめ細かい規制・誘導が必要。

評価軸②-1

屋外広告の規制に関しては、現在は岐阜県条例を適用しているが、郡上市として独自の屋外広告物条例を制定する。

重点区域における良好な景観を形成する施策

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

　岐阜県屋外広告物条例に基づき、新規88件、更新11件の設置許可申請を受付。
　郡上市景観審議会委員の協力を得て、重点区域内で屋外広告物に関する届出等の啓発活動と、屋外広告物の現状確認のための
市内巡回を実施。
　独自条例制定のため県内の屋外広告物条例を調査した。

ほぼ毎日

利用して

いる

71.1%

週に数回

利用して

いる

11.1%

年に数回

利用して

いる

6.7%

現在は利

用してい

ない

11.1%

水屋・水舟の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 32 71.1%

週に数回利用している 5 11.1%

月に数回利用している 0 0.0%

年に数回利用している 3 6.7%

現在は利用していない 5 11.1%

利用したことがない 0 0.0%

水屋・水舟 所有世帯 45

現在も水

の出る井

戸がある

24.8%

井戸跡が

ある

10.3%

ない

64.9%

井戸の有無 サンプル数 割合

現在も水の出る
井戸がある

321 24.8%

井戸跡がある 133 10.3%

ない 840 64.9%

合計 1,294井戸水の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 214 67.7%

週に数回利用している 31 9.8%

月に数回利用している 13 4.1%

年に数回利用している 14 4.4%

現在は利用していない 42 13.3%

利用したことがない 2 0.6%

井戸 所有世帯 316
ほぼ毎日利用

している

67.7%

週に数回利用

している

9.8%

月に数回利用

している

4.1%

年に数回利用

している

4.4%

現在は利用し

ていない

13.3%

利用したこと

がない

0.6%

井戸水の利用目的 サンプル数 割合

飲み水 73 22.7%

洗い物 172 53.6%

水撒き 151 47.0%

風呂 28 8.7%

洗濯 25 7.8%

トイレ 13 4.0%

その他 38 11.8%

井戸 所有世帯 321

22.7%

53.6%

47.0%

8.7%

7.8%

4.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

飲み水

洗い物

水撒き

風呂

洗濯

トイレ

その他

屋外広告物の届出等に関する啓発活動 

屋外広告物の現状確認 

郡上市－2



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成２５～２６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載し
ている内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　電線類の無電柱化や防災関連施設の整備にあたり、消防本部や商工観光部をはじめとする
他部署との多様な連携を図る必要がある。

状況を示す写真や資料等

重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

重要伝統的建造物群保存地区との連携

　文化財保護法と郡上市伝統的建造物群保存地区保存計画に基づき、建築物や周辺施設の修理や修景を行うととも
に、景観向上や防災強化に取り組む。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　防災計画を策定するためのワークショップ、先進地視察、情報収集等を協力して行った。

評価軸②-2

ほぼ毎日

利用して

いる

71.1%

週に数回

利用して

いる

11.1%

年に数回

利用して

いる

6.7%

現在は利

用してい

ない

11.1%

水屋・水舟の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 32 71.1%

週に数回利用している 5 11.1%

月に数回利用している 0 0.0%

年に数回利用している 3 6.7%

現在は利用していない 5 11.1%

利用したことがない 0 0.0%

水屋・水舟 所有世帯 45

現在も水

の出る井

戸がある

24.8%

井戸跡が

ある

10.3%

ない

64.9%

井戸の有無 サンプル数 割合

現在も水の出る
井戸がある

321 24.8%

井戸跡がある 133 10.3%

ない 840 64.9%

合計 1,294井戸水の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 214 67.7%

週に数回利用している 31 9.8%

月に数回利用している 13 4.1%

年に数回利用している 14 4.4%

現在は利用していない 42 13.3%

利用したことがない 2 0.6%

井戸 所有世帯 316
ほぼ毎日利用

している

67.7%

週に数回利用

している

9.8%

月に数回利用

している

4.1%

年に数回利用

している

4.4%

現在は利用し

ていない

13.3%

利用したこと

がない

0.6%

井戸水の利用目的 サンプル数 割合

飲み水 73 22.7%

洗い物 172 53.6%

水撒き 151 47.0%

風呂 28 8.7%

洗濯 25 7.8%

トイレ 13 4.0%

その他 38 11.8%

井戸 所有世帯 321

22.7%

53.6%

47.0%

8.7%

7.8%

4.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

飲み水

洗い物

水撒き

風呂

洗濯

トイレ

その他

庁内グループ検討会議 防災まちづくりワークショップ 

先進地視察研修 

郡上市－3



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成２５～２６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載し
ている内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　制度の目的や成果の発信による、住民意識の維持が必要。
　環境設備（ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ等）の歴史的景観への対応。

状況を示す写真や資料等

重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

郡上八幡市街地まちなみづくり町民協定との連携

　「城下町郡上八幡地区」内の中央区域、北部区域、東部区域、南部区域の37地区が協定を締結し、建築物、工作物の
新増改築、除却、外観の変更行為に関して住民自らが基準を設けて審査を行い、景観保全を行っている。今後も、この
協定を維持し、更に良好な景観形成になるよう取り組む。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　重点区域内において、郡上八幡市街地まちなみづくり町民協定に基づき、建築物20件、工作物1件の審査を行った。

評価軸②-3

ほぼ毎日

利用して

いる

71.1%

週に数回

利用して

いる

11.1%

年に数回

利用して

いる

6.7%

現在は利

用してい

ない

11.1%

水屋・水舟の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 32 71.1%

週に数回利用している 5 11.1%

月に数回利用している 0 0.0%

年に数回利用している 3 6.7%

現在は利用していない 5 11.1%

利用したことがない 0 0.0%

水屋・水舟 所有世帯 45

現在も水

の出る井

戸がある

24.8%

井戸跡が

ある

10.3%

ない

64.9%

井戸の有無 サンプル数 割合

現在も水の出る
井戸がある

321 24.8%

井戸跡がある 133 10.3%

ない 840 64.9%

合計 1,294井戸水の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 214 67.7%

週に数回利用している 31 9.8%

月に数回利用している 13 4.1%

年に数回利用している 14 4.4%

現在は利用していない 42 13.3%

利用したことがない 2 0.6%

井戸 所有世帯 316
ほぼ毎日利用

している

67.7%

週に数回利用

している

9.8%

月に数回利用

している

4.1%

年に数回利用

している

4.4%

現在は利用し

ていない

13.3%

利用したこと

がない

0.6%

井戸水の利用目的 サンプル数 割合

飲み水 73 22.7%

洗い物 172 53.6%

水撒き 151 47.0%

風呂 28 8.7%

洗濯 25 7.8%

トイレ 13 4.0%

その他 38 11.8%

井戸 所有世帯 321

22.7%

53.6%

47.0%

8.7%

7.8%

4.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

飲み水

洗い物

水撒き

風呂

洗濯

トイレ

その他

審査員による建築物の審査の様子 建物等審査委員会 総会 

郡上市－4



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成２５～２６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載し
ている内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　平成28年度の運用開始を前に、一層の住民周知を図る。

状況を示す写真や資料等

重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

八幡都市計画との連携

　策定から概ね20年を迎える八幡都市計画マスタープランの見直に際し、用途区域の追加、防災計画、交通計画等を地
域住民と協働で検討していく。さらに、重点区域における快適な日常生活と四季を通じた観光との調和に配慮しながら歴
史的な町並みの保全・整備を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　マスタープランの見直しに際して、町並、景観、防災、交通対策等に対する多様な住民意見を集約するため、重点区域内の住民を
対象にワークショップを2回開催。また、郡上市八幡都市計画マスタープラン策定委員会を組織し、計画の理念やまちづくりの方針等
の重要事項を審議した。
　また、防災に関する有識者や地元住民による郡上八幡市街地防災対策基本計画策定委員会を組織し重点区域内の防災計画を策
定した。

評価軸②-4

ワークショップの様子 

ほぼ毎日

利用して

いる

71.1%

週に数回

利用して

いる

11.1%

年に数回

利用して

いる

6.7%

現在は利

用してい

ない

11.1%

水屋・水舟の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 32 71.1%

週に数回利用している 5 11.1%

月に数回利用している 0 0.0%

年に数回利用している 3 6.7%

現在は利用していない 5 11.1%

利用したことがない 0 0.0%

水屋・水舟 所有世帯 45

現在も水

の出る井

戸がある

24.8%

井戸跡が

ある

10.3%

ない

64.9%

井戸の有無 サンプル数 割合

現在も水の出る
井戸がある

321 24.8%

井戸跡がある 133 10.3%

ない 840 64.9%

合計 1,294井戸水の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 214 67.7%

週に数回利用している 31 9.8%

月に数回利用している 13 4.1%

年に数回利用している 14 4.4%

現在は利用していない 42 13.3%

利用したことがない 2 0.6%

井戸 所有世帯 316
ほぼ毎日利用

している

67.7%

週に数回利用

している

9.8%

月に数回利用

している

4.1%

年に数回利用

している

4.4%

現在は利用し

ていない

13.3%

利用したこと

がない

0.6%

井戸水の利用目的 サンプル数 割合

飲み水 73 22.7%

洗い物 172 53.6%

水撒き 151 47.0%

風呂 28 8.7%

洗濯 25 7.8%

トイレ 13 4.0%

その他 38 11.8%

井戸 所有世帯 321

22.7%

53.6%

47.0%

8.7%

7.8%

4.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

飲み水

洗い物

水撒き

風呂

洗濯

トイレ

その他

郡上市都市計画マスタープラン策定委員会 

郡上八幡市街地防災対策基本計画策定委員会 
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進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成２５～２６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載し
ている内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　施主（地域住民）、設計者、施工者への継続した啓発活動が必要。

状況を示す写真や資料等

重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

郡上市景観計画との連携

　地域の魅力ある景観とその創出に貢献する活動を、発見・推進し、将来へ守り育てていくため「郡上市景観百景」の認
定制度を創設している。また、隔年で郡上市景観賞を実施し、郡上市の景観形成に著しく寄与していると認められる建築
物、工作物、活動等を表彰しており、景観形成に対する市民意識の高揚と郡上市ならではの個性と魅力あふれるまちづ
くりの機運を醸成している。重点区域のように本市を代表するような特徴的な景観を有している地区や、住民自らが積極
的に景観形成に取り組もうとしている地区については、住民等の合意形成に基づき、より重点的に景観形成に取り組む
『景観形成重点地区』としての位置づけを目指す。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　景観形成に対する市民の意識高揚を図るため、郡上市景観賞を実施。
　郡上市景観賞選考委員会において、建築部門5作品、工作部門1作品、景観賞選考委員会特別賞1作品を選定。

評価軸②-5

ほぼ毎日

利用して

いる

71.1%

週に数回

利用して

いる

11.1%

年に数回

利用して

いる

6.7%

現在は利

用してい

ない

11.1%

水屋・水舟の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 32 71.1%

週に数回利用している 5 11.1%

月に数回利用している 0 0.0%

年に数回利用している 3 6.7%

現在は利用していない 5 11.1%

利用したことがない 0 0.0%

水屋・水舟 所有世帯 45

現在も水

の出る井

戸がある

24.8%

井戸跡が

ある

10.3%

ない

64.9%

井戸の有無 サンプル数 割合

現在も水の出る
井戸がある

321 24.8%

井戸跡がある 133 10.3%

ない 840 64.9%

合計 1,294井戸水の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 214 67.7%

週に数回利用している 31 9.8%

月に数回利用している 13 4.1%

年に数回利用している 14 4.4%

現在は利用していない 42 13.3%

利用したことがない 2 0.6%

井戸 所有世帯 316
ほぼ毎日利用

している

67.7%

週に数回利用

している

9.8%

月に数回利用

している

4.1%

年に数回利用

している

4.4%

現在は利用し

ていない

13.3%

利用したこと

がない

0.6%

井戸水の利用目的 サンプル数 割合

飲み水 73 22.7%

洗い物 172 53.6%

水撒き 151 47.0%

風呂 28 8.7%

洗濯 25 7.8%

トイレ 13 4.0%

その他 38 11.8%

井戸 所有世帯 321

22.7%

53.6%

47.0%

8.7%

7.8%

4.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

飲み水

洗い物

水撒き

風呂

洗濯

トイレ

その他
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２５～２６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　　計画的に建築物の修理、修景を実施する。

項目

郡上八幡北町伝統的建造物群保存地区修理事業

評価軸③-1

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成25年度～

重要伝統的建造物群保存地区保存修理費国庫補助

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

　重要伝統的建造物群保存地区において、伝統的建造物等の保存修理等の基準に沿った整備に対し補助を行った。
　　平成25年度　修理：５件
　　平成26年度　修理：10件

　重要伝統的建造物群保存地区において、伝統的建造物等の保存修理等の基準に沿った整備に対し補助を行う。

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

ほぼ毎日

利用して

いる

71.1%

週に数回

利用して

いる

11.1%

年に数回

利用して

いる

6.7%

現在は利

用してい

ない

11.1%

水屋・水舟の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 32 71.1%

週に数回利用している 5 11.1%

月に数回利用している 0 0.0%

年に数回利用している 3 6.7%

現在は利用していない 5 11.1%

利用したことがない 0 0.0%

水屋・水舟 所有世帯 45

現在も水

の出る井

戸がある

24.8%

井戸跡が

ある

10.3%

ない

64.9%

井戸の有無 サンプル数 割合

現在も水の出る
井戸がある

321 24.8%

井戸跡がある 133 10.3%

ない 840 64.9%

合計 1,294井戸水の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 214 67.7%

週に数回利用している 31 9.8%

月に数回利用している 13 4.1%

年に数回利用している 14 4.4%

現在は利用していない 42 13.3%

利用したことがない 2 0.6%

井戸 所有世帯 316
ほぼ毎日利用

している

67.7%

週に数回利用

している

9.8%

月に数回利用

している

4.1%

年に数回利用

している

4.4%

現在は利用し

ていない

13.3%

利用したこと

がない

0.6%

井戸水の利用目的 サンプル数 割合

飲み水 73 22.7%

洗い物 172 53.6%

水撒き 151 47.0%

風呂 28 8.7%

洗濯 25 7.8%

トイレ 13 4.0%

その他 38 11.8%

井戸 所有世帯 321

22.7%

53.6%

47.0%

8.7%

7.8%

4.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

飲み水

洗い物

水撒き

風呂

洗濯

トイレ

その他

・屋根の葺き替え 

・アルミサッシを木製に取り替え 

・屋根の葺き替え 

・建物の状態から検討された補強材 

・庇の葺き替え 

郡上市－7



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２５～２６年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

評価軸③-2

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

平成25年度～平成26年度

合併特例債

　市街地観光の利便性と回遊性の向上とともに、災害発生時に北町と南町を連絡する橋梁として、老朽化した八幡橋の
架け替えを景観に配慮しながら実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　八幡橋が架かる吉田川周辺は、環境省の「残したい日本の音風景100選」の一つに選定されており、公共建築物については周辺景
観を維持するための先導的な役割を果たすことが求められる。このため、高欄（笠木）と親柱を木製化、道路照明をボンボリとしたほ
か、歩行者が橋梁から川を眺めることができるよう、幅員を拡幅した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

八幡橋（学校橋）架け替え事業

ほぼ毎日

利用して

いる

71.1%

週に数回

利用して

いる

11.1%

年に数回

利用して

いる

6.7%

現在は利

用してい

ない

11.1%

水屋・水舟の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 32 71.1%

週に数回利用している 5 11.1%

月に数回利用している 0 0.0%

年に数回利用している 3 6.7%

現在は利用していない 5 11.1%

利用したことがない 0 0.0%

水屋・水舟 所有世帯 45

現在も水

の出る井

戸がある

24.8%

井戸跡が

ある

10.3%

ない

64.9%

井戸の有無 サンプル数 割合

現在も水の出る
井戸がある

321 24.8%

井戸跡がある 133 10.3%

ない 840 64.9%

合計 1,294井戸水の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 214 67.7%

週に数回利用している 31 9.8%

月に数回利用している 13 4.1%

年に数回利用している 14 4.4%

現在は利用していない 42 13.3%

利用したことがない 2 0.6%

井戸 所有世帯 316
ほぼ毎日利用

している

67.7%

週に数回利用

している

9.8%

月に数回利用

している

4.1%

年に数回利用

している

4.4%

現在は利用し

ていない

13.3%

利用したこと

がない

0.6%

井戸水の利用目的 サンプル数 割合

飲み水 73 22.7%

洗い物 172 53.6%

水撒き 151 47.0%

風呂 28 8.7%

洗濯 25 7.8%

トイレ 13 4.0%

その他 38 11.8%

井戸 所有世帯 321

22.7%

53.6%

47.0%

8.7%

7.8%

4.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

飲み水

洗い物

水撒き

風呂

洗濯

トイレ

その他

工事前 

床版工事 

仮設ベント設置状況 

木製手すり（試作） 

郡上市－8



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２５～２６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　生活の中に活かされ続ける施設整備とするため、地元住民とともに検討する。

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

伝統的水利用施設整備事業

　町並みや、暮らしと一体となって地域のコミュニティを形成してきた多様な形態の水環境や、それに付随する備品（セギ
板等）を補修・整備することによって伝統的水利用を促進。

平成25年度
　郡上八幡の水環境の保全、および知的観光資源等としての活用の基礎資料の作成を目的に、用水および水関連施設の悉皆調査
を実施し、水資源台帳として取りまとめた。
　個人宅にある水屋や水舟、井戸等の水関連施設を把握するため、八幡市街地を対象としたアンケート調査を実施するとともに、そ
の利用形態や利用状況の変化、維持管理の状況、知的観光資源としての活用に対する意向等を把握するためのヒアリング調査を実
施した。
　水屋やカワド・洗い場等の水関連施設の利用や維持管理の状況、近年における水利用の変化、知的観光資源としての活用に対す
る意向等を把握するための、自治会や洗い場組合の代表者等を対象としたヒアリング調査を実施した。

平成26年度
　NPO法人「郡上八幡水の学校」による伝統的水利用施設の歴史的調査を支援した。

項目

平成25年度～平成31年度

岐阜県清流の国地域振興補助金

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸③-3

 
 
 
 
 

■水屋水舟の利用頻度 

 
 
 
 
 
     

 

   ■井戸の有無  
 
 
 
 
 
 

■井戸の利用頻度 

 
 
 
 
 
 
 

■井戸水の利用目的 

ほぼ毎日

利用して

いる

71.1%

週に数回

利用して

いる

11.1%

年に数回

利用して

いる

6.7%

現在は利

用してい

ない

11.1%

水屋・水舟の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 32 71.1%

週に数回利用している 5 11.1%

月に数回利用している 0 0.0%

年に数回利用している 3 6.7%

現在は利用していない 5 11.1%

利用したことがない 0 0.0%

水屋・水舟 所有世帯 45

現在も水

の出る井

戸がある

24.8%

井戸跡が

ある

10.3%

ない

64.9%

井戸の有無 サンプル数 割合

現在も水の出る
井戸がある

321 24.8%

井戸跡がある 133 10.3%

ない 840 64.9%

合計 1,294井戸水の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 214 67.7%

週に数回利用している 31 9.8%

月に数回利用している 13 4.1%

年に数回利用している 14 4.4%

現在は利用していない 42 13.3%

利用したことがない 2 0.6%

井戸 所有世帯 316
ほぼ毎日利用

している

67.7%

週に数回利用

している

9.8%

月に数回利用

している

4.1%

年に数回利用

している

4.4%

現在は利用し

ていない

13.3%

利用したこと

がない

0.6%

井戸水の利用目的 サンプル数 割合

飲み水 73 22.7%

洗い物 172 53.6%

水撒き 151 47.0%

風呂 28 8.7%

洗濯 25 7.8%

トイレ 13 4.0%

その他 38 11.8%

井戸 所有世帯 321

22.7%

53.6%

47.0%

8.7%

7.8%

4.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

飲み水

洗い物

水撒き

風呂

洗濯

トイレ

その他
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２５～２６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　多言語化への対応。

状況を示す写真や資料等

由緒書整備事業

平成25年度～平成31年度

岐阜県清流の国地域振興補助金

　伝統的水利用、郡上踊、大神楽に関する由緒書、活動紹介を設置する。景観に配慮しながら分かりやすい案内板を設
置する。目的や風致ごとに形態を工夫することによって効率的な情報発信と来訪者の利便性が向上する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成25年度
　　　　伝統的水利用施設に焦点を当て、共同の水舟、井戸、水屋の知的観光資源としての活用調査を行った。
　
　平成26年度
　　　　NPO法人「郡上八幡水の学校」による伝統的水利用施設の歴史的調査を支援した。

評価軸③-4
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

ほぼ毎日

利用して

いる

71.1%

週に数回

利用して

いる

11.1%

年に数回

利用して

いる

6.7%

現在は利

用してい

ない

11.1%

水屋・水舟の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 32 71.1%

週に数回利用している 5 11.1%

月に数回利用している 0 0.0%

年に数回利用している 3 6.7%

現在は利用していない 5 11.1%

利用したことがない 0 0.0%

水屋・水舟 所有世帯 45

現在も水

の出る井

戸がある

24.8%

井戸跡が

ある

10.3%

ない

64.9%

井戸の有無 サンプル数 割合

現在も水の出る
井戸がある

321 24.8%

井戸跡がある 133 10.3%

ない 840 64.9%

合計 1,294井戸水の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 214 67.7%

週に数回利用している 31 9.8%

月に数回利用している 13 4.1%

年に数回利用している 14 4.4%

現在は利用していない 42 13.3%

利用したことがない 2 0.6%

井戸 所有世帯 316
ほぼ毎日利用

している

67.7%

週に数回利用

している

9.8%

月に数回利用

している

4.1%

年に数回利用

している

4.4%

現在は利用し

ていない

13.3%

利用したこと

がない

0.6%

井戸水の利用目的 サンプル数 割合

飲み水 73 22.7%

洗い物 172 53.6%

水撒き 151 47.0%

風呂 28 8.7%

洗濯 25 7.8%

トイレ 13 4.0%

その他 38 11.8%

井戸 所有世帯 321

22.7%

53.6%

47.0%

8.7%

7.8%

4.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

飲み水

洗い物

水撒き

風呂

洗濯

トイレ

その他

■由緒書設置ポイント案（水関連施設） 

■由緒書設置イメージ 

郡上市－10



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２５～２６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　まちづくり、文化財、危機管理、商工、観光、交流移住担当間の情報共有と事業連携。

状況を示す写真や資料等

評価軸③-5
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

空家利活用事業

平成25年度～平成29年度

市単独事業

　空家情報を所管する商工観光部と連携し、重点区域の空家利活用の促進を図る。また、賃貸住宅としてだけではなく、
様々な活用提案を支援することによって、空家の常態化を防ぐことにつながり、歴史的風致の維持及び向上に寄与す
る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　重点区域内の空き家の状況を把握するための調査を実施。
　また、空き家改修及び転貸による活用の仕組みづくりに向けた実証実験を行った。

　平成２５年度
　　　１．「郡上八幡市街地　空き家・空き店舗現状調査」
　　　　実施主体：一般財団法人　郡上八幡産業振興公社
　　　　調査内容：①空き家・空き店舗の目視調査　②地区長及び近隣住民への聞き取り調査
　　　　　　　　      ③家主へのアンケート調査
　　　　調査物件数（空き家の数）：３５３軒　うち活用可能（賃貸又は売却）物件数：３７軒
 
　　　２．「空き家等活用改修費補助金」
　　　　実施主体：郡上市
　　　　実施内容：市街地の空家（１軒）の改修費補助を実施
　　　　　　　　　　　交付額３００千円　補助率１／３　※移住者の入居を条件。
 
　平成２６年度
　　　１．「空き家活用実証実験事業」
　　　　実施主体：一般財団法人　郡上八幡産業振興公社
　　　　実施内容：空き家改修（稲荷町の物件）及び転貸による活用の仕組みづくりに向けた実証実験

ほぼ毎日

利用して

いる

71.1%

週に数回

利用して

いる

11.1%

年に数回

利用して

いる

6.7%

現在は利

用してい

ない

11.1%

水屋・水舟の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 32 71.1%

週に数回利用している 5 11.1%

月に数回利用している 0 0.0%

年に数回利用している 3 6.7%

現在は利用していない 5 11.1%

利用したことがない 0 0.0%

水屋・水舟 所有世帯 45

現在も水

の出る井

戸がある

24.8%

井戸跡が

ある

10.3%

ない

64.9%

井戸の有無 サンプル数 割合

現在も水の出る
井戸がある

321 24.8%

井戸跡がある 133 10.3%

ない 840 64.9%

合計 1,294井戸水の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 214 67.7%

週に数回利用している 31 9.8%

月に数回利用している 13 4.1%

年に数回利用している 14 4.4%

現在は利用していない 42 13.3%

利用したことがない 2 0.6%

井戸 所有世帯 316
ほぼ毎日利用

している

67.7%

週に数回利用

している

9.8%

月に数回利用

している

4.1%

年に数回利用

している

4.4%

現在は利用し

ていない

13.3%

利用したこと

がない

0.6%

井戸水の利用目的 サンプル数 割合

飲み水 73 22.7%

洗い物 172 53.6%

水撒き 151 47.0%

風呂 28 8.7%

洗濯 25 7.8%

トイレ 13 4.0%

その他 38 11.8%

井戸 所有世帯 321

22.7%

53.6%

47.0%

8.7%

7.8%

4.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

飲み水

洗い物

水撒き

風呂

洗濯

トイレ

その他

空き家・空き店舗の目視調査 

改装家屋の内部 

改修中の家屋の外観 

郡上市－11



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成２６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載し
ている内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　八幡町市街地の交通体系整備に関する基礎データ収集を目的として、観光客が多くなる5月、8月、11月に市街地内の駐車場14箇
所において駐車場の利用状況調査を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

  結果を商工、観光、交通担当と共有し、交通体系の検討を行う。

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

城下町交通体系調査検討

平成26年度～平成30年度

市単独事業

　有識者と地元住民を交えて現状の交通課題と風致を考察し、よりよい交通体系を検討するとともに、その成果を推奨観
光ルートとしてパンフレットに反映させる。

評価軸③-6

ほぼ毎日

利用して

いる

71.1%

週に数回

利用して

いる

11.1%

年に数回

利用して

いる

6.7%

現在は利

用してい

ない

11.1%

水屋・水舟の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 32 71.1%

週に数回利用している 5 11.1%

月に数回利用している 0 0.0%

年に数回利用している 3 6.7%

現在は利用していない 5 11.1%

利用したことがない 0 0.0%

水屋・水舟 所有世帯 45

現在も水

の出る井

戸がある

24.8%

井戸跡が

ある

10.3%

ない

64.9%

井戸の有無 サンプル数 割合

現在も水の出る
井戸がある

321 24.8%

井戸跡がある 133 10.3%

ない 840 64.9%

合計 1,294井戸水の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 214 67.7%

週に数回利用している 31 9.8%

月に数回利用している 13 4.1%

年に数回利用している 14 4.4%

現在は利用していない 42 13.3%

利用したことがない 2 0.6%

井戸 所有世帯 316
ほぼ毎日利用

している

67.7%

週に数回利用

している

9.8%

月に数回利用

している

4.1%

年に数回利用

している

4.4%

現在は利用し

ていない

13.3%

利用したこと

がない

0.6%

井戸水の利用目的 サンプル数 割合

飲み水 73 22.7%

洗い物 172 53.6%

水撒き 151 47.0%

風呂 28 8.7%

洗濯 25 7.8%

トイレ 13 4.0%

その他 38 11.8%

井戸 所有世帯 321

22.7%

53.6%

47.0%

8.7%

7.8%

4.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

飲み水

洗い物

水撒き

風呂

洗濯

トイレ

その他

郡上市－12



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成２６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載し
ている内容

祭礼活動及び用具整備支援事業

　国県市指定無形民俗文化財伝承支援事業を活用し、春祭りにおける岸劔神社、日吉神社、八幡神社の大神楽の活動を支援した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

文化財の保存又は活用に関する事項

　毎年4月中旬に開催される春祭りにおいて、大神楽は市街地を巡行する。核となる三つの神社の衣装や小道具等の購
入修理や練習活動を支援することにより活動の活性化に歴史的風致の維持及び向上に寄与する。

項目

評価軸④-1

　歴史的風致の担い手意識の醸成。
■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

練習後の全員ミーティング 

ほぼ毎日

利用して

いる

71.1%

週に数回

利用して

いる

11.1%

年に数回

利用して

いる

6.7%

現在は利

用してい

ない

11.1%

水屋・水舟の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 32 71.1%

週に数回利用している 5 11.1%

月に数回利用している 0 0.0%

年に数回利用している 3 6.7%

現在は利用していない 5 11.1%

利用したことがない 0 0.0%

水屋・水舟 所有世帯 45

現在も水

の出る井

戸がある

24.8%

井戸跡が

ある

10.3%

ない

64.9%

井戸の有無 サンプル数 割合

現在も水の出る
井戸がある

321 24.8%

井戸跡がある 133 10.3%

ない 840 64.9%

合計 1,294井戸水の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 214 67.7%

週に数回利用している 31 9.8%

月に数回利用している 13 4.1%

年に数回利用している 14 4.4%

現在は利用していない 42 13.3%

利用したことがない 2 0.6%

井戸 所有世帯 316
ほぼ毎日利用

している

67.7%

週に数回利用

している

9.8%

月に数回利用

している

4.1%

年に数回利用

している

4.4%

現在は利用し

ていない

13.3%

利用したこと

がない

0.6%

井戸水の利用目的 サンプル数 割合

飲み水 73 22.7%

洗い物 172 53.6%

水撒き 151 47.0%

風呂 28 8.7%

洗濯 25 7.8%

トイレ 13 4.0%

その他 38 11.8%

井戸 所有世帯 321

22.7%

53.6%

47.0%

8.7%

7.8%

4.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

飲み水

洗い物

水撒き

風呂

洗濯

トイレ

その他

八幡神社祭礼の様子 

郡上市－13



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成２６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載し
ている内容

評価軸④-2
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

重点区域の文化遺産　記録作成・調査研究事業

文化財の保存活用に携わっている団体や地域組織と連携して、文化財や歴史的環境の記録保存と調査研究を行う。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　文化財・観光担当との情報共有と活用連携の検討。

状況を示す写真や資料等

　水屋や水舟、井戸等の水関連施設を把握するため、利用状況の変化、維持管理の状況、知的観光資源としての活用に対する意向
等を把握するために実施したヒアリング調査を実施した。

ほぼ毎日

利用して

いる

71.1%

週に数回

利用して

いる

11.1%

年に数回

利用して

いる

6.7%

現在は利

用してい

ない

11.1%

水屋・水舟の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 32 71.1%

週に数回利用している 5 11.1%

月に数回利用している 0 0.0%

年に数回利用している 3 6.7%

現在は利用していない 5 11.1%

利用したことがない 0 0.0%

水屋・水舟 所有世帯 45

現在も水

の出る井

戸がある

24.8%

井戸跡が

ある

10.3%

ない

64.9%

井戸の有無 サンプル数 割合

現在も水の出る
井戸がある

321 24.8%

井戸跡がある 133 10.3%

ない 840 64.9%

合計 1,294井戸水の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 214 67.7%

週に数回利用している 31 9.8%

月に数回利用している 13 4.1%

年に数回利用している 14 4.4%

現在は利用していない 42 13.3%

利用したことがない 2 0.6%

井戸 所有世帯 316
ほぼ毎日利用

している

67.7%

週に数回利用

している

9.8%

月に数回利用

している

4.1%

年に数回利用

している

4.4%

現在は利用し

ていない

13.3%

利用したこと

がない

0.6%

井戸水の利用目的 サンプル数 割合

飲み水 73 22.7%

洗い物 172 53.6%

水撒き 151 47.0%

風呂 28 8.7%

洗濯 25 7.8%

トイレ 13 4.0%

その他 38 11.8%

井戸 所有世帯 321

22.7%

53.6%

47.0%

8.7%

7.8%

4.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

飲み水

洗い物

水撒き

風呂

洗濯

トイレ

その他

伝統的水利用施設調査地点 

水関連施設個別評価シート 

郡上市－14



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成２６年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載し
ている内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　学習・周知活動の継続による歴史的風致の継承。
　児童、学生への啓発活動の実施。

評価軸④-3
文化財の保存又は活用に関する事項

　「水文化」をキーワードにまちづくり活動を行う団体として、昨年設立された「ＮＰＯ法人 郡上八幡水の学校」が主催する水環境学習
ツアー（水路カラクリ探訪）の実施について、岐阜県清流の国地域振興補助金を活用した活動支援を行った。また、郡上学市民講座
の1コマとして、座学とまち歩きを行い、水に関する歴史的風致の説明を行った。

状況を示す写真や資料等

項目

重点区域の文化遺産　情報発信・人材育成事業

　ふるさとの歴史、文化、自然、産業等の魅力、価値とともに課題を学ぶ各種講座を開催し、風致を担う意識を醸成す
る。

ほぼ毎日

利用して

いる

71.1%

週に数回

利用して

いる

11.1%

年に数回

利用して

いる

6.7%

現在は利

用してい

ない

11.1%

水屋・水舟の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 32 71.1%

週に数回利用している 5 11.1%

月に数回利用している 0 0.0%

年に数回利用している 3 6.7%

現在は利用していない 5 11.1%

利用したことがない 0 0.0%

水屋・水舟 所有世帯 45

現在も水

の出る井

戸がある

24.8%

井戸跡が

ある

10.3%

ない

64.9%

井戸の有無 サンプル数 割合

現在も水の出る
井戸がある

321 24.8%

井戸跡がある 133 10.3%

ない 840 64.9%

合計 1,294井戸水の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 214 67.7%

週に数回利用している 31 9.8%

月に数回利用している 13 4.1%

年に数回利用している 14 4.4%

現在は利用していない 42 13.3%

利用したことがない 2 0.6%

井戸 所有世帯 316
ほぼ毎日利用

している

67.7%

週に数回利用

している

9.8%

月に数回利用

している

4.1%

年に数回利用

している

4.4%

現在は利用し

ていない

13.3%

利用したこと

がない

0.6%

井戸水の利用目的 サンプル数 割合

飲み水 73 22.7%

洗い物 172 53.6%

水撒き 151 47.0%

風呂 28 8.7%

洗濯 25 7.8%

トイレ 13 4.0%

その他 38 11.8%

井戸 所有世帯 321

22.7%

53.6%

47.0%

8.7%

7.8%

4.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

飲み水

洗い物

水撒き

風呂

洗濯

トイレ

その他

郡上八幡水の学校スタッフによる水環境ガイドの様子 ガイド終了後のアンケート調査 

郡上学総合講座での町歩き 

郡上市－15



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 平成２６年度

岐阜新聞大神楽、仕上がり上々　郡上八幡春まつり、きょう開幕 平成26年4月19日

心ひとつにげた音響く　郡上おどり開幕

地元ヒノキ活用、鼻緒も郡上本染　郡上げた、踊り客に人気

踊り明かせ日の出まで　郡上で徹夜おどり　　　　　　　　　　　　他　多数

平成26年7月13日

平成26年8月14日

中日新聞

岐阜新聞

中日新聞

「水の城下町」紹介　郡上八幡水の学校　講演や探検ツアー 平成26年7月29日

報道等タイトル

獅子の軽快な舞　３神社の大神楽　郡上八幡春まつり始まる

年月日

平成26年4月20日

掲載紙等

中日新聞

効果・影響等に関する報道

平成26年7月20日

状況を示す写真や資料等

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　伝統的水利用、郡上踊、大神楽やそれらが行われる町並みについて多くの新聞に掲載され、郡上市の歴史まちづくりを市内外に発
信することができた。
　重点区域の歴史的風致について、日々の練習や関連する話題についても報道され、担い手としての機運が高まった。

評価軸⑤-1

＜岐阜新聞社提供＞

岐阜新聞

ほぼ毎日

利用して

いる

71.1%

週に数回

利用して

いる

11.1%

年に数回

利用して

いる

6.7%

現在は利

用してい

ない

11.1%

水屋・水舟の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 32 71.1%

週に数回利用している 5 11.1%

月に数回利用している 0 0.0%

年に数回利用している 3 6.7%

現在は利用していない 5 11.1%

利用したことがない 0 0.0%

水屋・水舟 所有世帯 45

現在も水

の出る井

戸がある

24.8%

井戸跡が

ある

10.3%

ない

64.9%

井戸の有無 サンプル数 割合

現在も水の出る
井戸がある

321 24.8%

井戸跡がある 133 10.3%

ない 840 64.9%

合計 1,294井戸水の利用頻度 サンプル数 割合

ほぼ毎日利用している 214 67.7%

週に数回利用している 31 9.8%

月に数回利用している 13 4.1%

年に数回利用している 14 4.4%

現在は利用していない 42 13.3%

利用したことがない 2 0.6%

井戸 所有世帯 316
ほぼ毎日利用

している

67.7%

週に数回利用

している

9.8%

月に数回利用

している

4.1%

年に数回利用

している

4.4%

現在は利用し

ていない

13.3%

利用したこと

がない

0.6%

井戸水の利用目的 サンプル数 割合

飲み水 73 22.7%

洗い物 172 53.6%

水撒き 151 47.0%

風呂 28 8.7%

洗濯 25 7.8%

トイレ 13 4.0%

その他 38 11.8%

井戸 所有世帯 321

22.7%

53.6%

47.0%

8.7%

7.8%

4.0%

11.8%
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岐阜新聞 中濃版 （平成26年4月19日） 

岐阜新聞 中濃版 （平成26年7月20日） 
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平成２５～２６年度
・法定協議会等におけるコメント

会議等の開催日時：　　　平成２７年５月２４日（日）　午後１時３０分から３時３０分まで

（今後の対応方針）
・景観賞を選定いただく方々にも勉強会など意識の醸成を図り、できるだけ齟齬の無いよう進め
ていく。
・他部局所管事業も含め、特に重点区域内で実施する各事業等について協議会委員に理解いた
だけるよう資料等を工夫する。
・プロジェクトチームの他、関係する部局の連携を図り、事業の進捗管理や情報収集等を行う。

（コメントの概要）

・景観賞の決定については、伝建地区と周辺地区で考え方に大きな食い違いが無いよう努める
必要がある。

・歴史的風致維持向上計画の中に他の計画との連携なども位置付けられていることもあり、特に
重点区域で実施される歴まち計画に関連する事業や他部局で実施される事業、また主な市民活
動等が分かる一覧表などの資料があると評価もしやすいと思われる。

・重点区域の交通体系については、かなり危険な状態であると感じるため、少しでも早く検討し対
応する必要があると思われる。

・今後は、歴史的風致形成建造物の指定について積極的に取り組むよう進め、指定する建造物
についての方向性（ガイドライン）について協議する必要がある。

コメントが出された会議等の名称：郡上市歴史的風致維持向上計画協議会

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　（様式４）

評価対象年度
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